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(57)【要約】
【課題】炭を使って火を熾すのには時間がかかり、着火
剤などを併用してもすぐには火は熾しにくい。また火を
熾したあとも、新たに炭を追加した場合、すぐには火が
着かず火力が上がるまでに時間がかかる。
　本発明は短時間で火を熾すための送風パイプ付きバー
ベキューコンロを提供する。
【手段】パイプ状のバーベキューコンロの足に、空気入
れ等をつなげることのできるバルブを設け、バーベキュ
ーコンロ内に向かって空気を吹き出し、炭の着火、燃焼
を促進させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パイプ状のバーベキューコンロの足（１）に空気入れ等をつなげるバルブ（２）を設け
、コンロ本体側の、コンロの足を挿入する部分（３）に、空気吹き出し口（４）を設けた
送風用パイプ付きバーベキューコンロ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，バーベキューコンロで炭火を容易に起こすための送風用のパイプであり、炭
火を熾す際にかかる労力を軽減し、火を熾す時間を大幅に短縮するものである。
【技術背景】
【０００２】
　炭火をおこすには着火剤などを用いても、なかなか火が起きにくく時間のかかる作業だ
った。また、火を熾したあとも炭を追加した場合、すぐには火がつかず、火力が上がるま
で時間がかかった。
【先行技術文献】
【０００３】
【特許文献１】特開　２０１１－６９５９５
【特許文献２】特開　２００４－９７７６２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、火を熾すには次のような欠点があった。
（イ）炭火を熾すのに時間がかかる。
（ロ）楽に火を熾すには着火剤などを別に購入しなければならず、余分なコストがかかる
。
（ハ）炭を追加すると、追加した炭に火がつくまでは、火力が一時的に下がる。
　本発明は、以上の問題点を解決するために発明されたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　パイプ状のバーベキューコンロの足（１）に空気入れ等をつなげるバルブ（２）を設け
る。
　バーベキューコンロ本体側のコンロの足を挿入する部分を（３）とし、空気吹き出し口
（４）を設ける。
　以上の構成からなる送風用パイプ。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明を使用することによって、各家庭にある自転車の空気入れや、浮き輪のエアポン
プなどで空気を送り、効率的に火を熾すことができる。
　また、バーベキューコンロ自体に送風パイプの機能を組み込む事で、組立や片付けは従
来通りであり、装置自体の紛失も防げる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の送風用パイプの斜視図
【図２】本発明の送風用パイプの使用状態を示す斜視図
【図３】本発明の断面図
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
（イ）バーベキューコンロの足（１）に空気入れ等をつなげることのできるバルブ（２）
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を設け、コンロ本体の足を挿入する部分を（３）とする。また空気吹き出し口（４）はバ
ーベキューコンロ内に向かって設置されている。
（ロ）空気入れ等をつなげることができるバルブ（２）に空気入れ（５）をつなぎ空気を
送る。
（ニ）送られた空気は、パイプ状のバーベキューコンロの足（１）の内部を通り、バーベ
キューコンロの足を挿入する部分（３）の空気吹き出し口（４）より、バーベキューコン
ロ内部に送り出され、炭の着火、燃焼を促進させる。
【符号の説明】
【０００９】
１　バーベキューコンロの足
２　空気入れをつなぐバルブ
３　バーベキューコンロの足を挿入する部分
４　空気吹き出し口
５　空気入れ
６　炭

【図１】 【図２】
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